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研究成果の概要（和文）：正常胎児におけるCVRR値は妊娠経過に従って増加傾向を示し

たが、胎児発育遅延(FGR)例では妊娠経過による変化を認めなかったこと、正常例およ

びFGR例におけるLF/HF値は妊娠経過に従って増加傾向を示したことを確認した。さら

に胎児・母体とも音楽安静によりLF/HF ratioが減少した。胎児・母体とも音楽安静が

LH成分に影響する可能性を示唆した。この結果は今後胎児の評価を行う上での重要な

知見であると考えられる。 
 
研究成果の概要（英文）：The value of CVRR in the normal pregnancy group displayed a slight 
increasing trend with gestational age. However, no such trend was observed in the FGR group. In 
contrast, the LF/HF ratio in the normal pregnancy group clearly increased over the gestational period. 
The LF/HF ratio in the FGR group also displayed an increasing trend over the gestational period. 
The development of fetal ANS activity in FGR cases might differ from that observed in the normal 
pregnancy group. With regard to fetal autonomic nervous system activity, there was a pronounced 
increase in sympathetic nervous activity among fetuses with normal growth in the second half of 
pregnancy. LH/HF ratio of fetuses and mothers both decreased by the music relaxations. 
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１．研究開始当初の背景 

近年における周産期医学の進歩により出生

前における各種胎児情報を得ることが可能に

なってきた。超音波画像診断装置は胎児の形

態異常や各種血流異常の診断に有用であり、

また胎児心拍数モニタリングは胎児asphyxia

の検出に大きく役立っている。我々も以前よ

り母体血中に存在する胎児由来細胞を分離解

析して出生前診断に応用しようとする試みを

行って成果をあげている。これら医療技術の

進歩は周産期死亡率を大幅に改善した。一方、

胎児の中枢神経機能に関する情報は未知の部
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分が多い。胎児期発症の中枢神経疾患で、社

会的な問題になっているのが脳性麻痺である。

その発症原因に関しては、産婦人科関連の医

療訴訟において必ず論点になるにもかかわら

ず、全体の10％が分娩時の低酸素脳症（asphy
xia）に起因していること以外に発症時期を含

めて未だに不明である。このような状況から

一般社会ではその原因を全て分娩時における

トラブルに起因するものと対処される傾向が

強く、大きな社会問題にもなっている。また

胎児中枢神経系活動の情報に関連し、未だ科

学的解明がされていないものに胎教がある。

古来より母体外からの良好な刺激や母体の精

神的安定が、胎児の体の発育のみならず中枢

神経系の発達に大きな影響を及ぼすと言われ、

胎児の知的発達の促進を目的にモーツアルト

作曲の音楽鑑賞や母体の精神的環境整備を推

奨している。しかしながら現在までにこれら

胎教に対する科学的な解明は充分に行われて

いない。いまだ迷信の域を脱していない胎教

の科学的有効性が明らかとなれば、今後の妊

婦生活指導に改革をもたらすほどインパクト

が高くそのためにも科学的解明が必要と思わ

れ本研究を行うこととした。 
２．研究の目的 
我々は胎児心磁図を用いて、妊娠中における
母体および胎児における自律神経活動の解
析を行ってきた。まず正常胎児における自律
神経活動の発達状態を検討し、本研究の基礎
データを作成することとした。次いで神経学
的後遺症や胎児死亡との関連性が高く、早期
発見、原因検索、well being の評価が重要であ
るといわれている子宮内胎児発育遅延(FGR)
における自律神経活動の評価を行うことと
した。研究最終年度は胎教に関する検討を行
うこととした。 
３．研究の方法 
母体および胎児の自律神経活動の計測は、岩
手医科大学に設置されている 64 チャンネル
MCG 用 い て 、 時 間 領 域 解 析 で あ る
coefficient of variance (CV

を

RR)と周波数領域解
析（高周波領域HF：0.15-0.40 Hz、低周波領
域LF：0.04-0.15 Hz）を分析することで行った。
各被験者を、胎教に良いと言われるモーツア
ルト音楽を聴取させ精神的安定を保った状
態と暗算という精神的負荷をかけた状態の
二種類の条件下におき、母体および胎児の自
律神経活動の状況を解析した。1 症例あたり
の測定時間は母体の負担を鑑みてトータル
10～15 分間とし、5 分間連続測定を 2～3 回
施行して胎児心拍 700 拍分の胎児心拍および
同時間内の母体心拍を分析した。 
４．研究成果 
正常胎児におけるCVRR値は妊娠経過に従っ
て増加傾向を示したが、FGR症例では妊娠経

過による変化を認めなかったこと、正常例お
よびFGRにおけるLF/HF値は妊娠経過に従っ
て増加傾向(y = 0.19 + 0.04x, r = 0.49, and y 
= 0.16 + 0.04x, r = 0.23)を示したことを確認
した。特に正常妊娠では妊娠週数を経るに従
いLH/HFは増加傾向(one-way ANOVA: P = 
0.003)を示した。なお胎児・母体とも音楽安
静によりLF/HF ratioが減少傾向を示し、胎
児・母体とも音楽安静がLH成分に影響する可
能性を示唆した。この結果は今後胎児の評価
を行う上での重要な知見であると考えられ
る。 
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